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感 謝 状 受 賞 者 

10年以上 

長町 隆司 大河内育代 川西 利實 髙橋  誠 土屋 敏明 

雉鳥 友康 仲谷 説子  折目 勝文 奥村  学 

5年以上 

一村 久雄 青木 克之 松野 久子 廣瀬 智子 坂口 圭一 

里坊  寛 藤本 典子 中村  弘 三上 淳子 坂本 光宏 

木太 裕美 伊地 素子 近藤 敬司 香西 新五 森  福壽 

湊  正寿 野網朝二郎 安藤 二郎 松石 恭幸 那須  巖 

井原 康広 吉川  祐              【敬称略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年６月６日（金）市役所大会議室において、少年育成委員３４６名の方々に、大西市長より

委嘱状が手渡されました。これから２年間の任期で、少年育成センターや関係機関と連携を図りながら、

子どもたちの健全育成のために街頭補導や啓発活動に取り組んでいただきます。本年度は、新委員を代

表して、香川大学教育学部附属高松小学校教諭の香川純一郎さんが、将来を担う子どもたちの健全育成

に取り組む決意を述べられました。 

また、永年にわたり少年育成委員として御尽力いただいた３１名の方々に、市長および少年育成委員

連絡協議会長から感謝状と記念品が贈呈されました。 

続いての研修会では、香川県警察本部少年サポートセンター所長補佐の井上裕子氏・香川県警察

本部少年課課長補佐の中浦将治氏より講話をいただきました。 

 

『はぐくみ』に寄せて 

ここ数年、警察の統計資料を見てみますと、非行で補導・検挙された子ども 

は減少傾向にあります。これは大変喜ばしいことですが、一方で、喫煙や深夜  

徘かいなどの不良行為を繰り返す子どもはやや増加傾向にあります。また、子 

ども同士の携帯電話やインターネットを利用したトラブルも後を絶ちません。 

このように、深夜に徘かいしたり、インターネットの仮想世界にはまって心無 

い書き込みをしたりする子どもたちは、そこに何を求めているのでしょうか。 

 結局、核家族や共働き家庭が増加し、子どもたちの「孤食」が問題になっているように、寂しく、人

とのつながりや居場所を求めているような気がします。現在、子どもたちの規範意識や社会性の欠如が

指摘されていますが、それらをはぐくむためには、保護者はもちろん、学校や地域など社会全体で、ま

ずは、子どもたちとのつながりや居場所を作っていくことが大切だと思います。 

私ども少年育成センターも補導活動や相談活動、子どもたちの見守り活動などを通し、そのようなつ

ながりや居場所づくりのお手伝いができたらと考えています。微力ではありますが、「愛の声かけ」こ

そが子どもたちの健全育成、少年育成センターの職務の原点であるという気持ちをもって取り組んでま

いりますので、今後とも御支援・御協力を賜りますようお願い申しあげます。 

                        高松市少年育成センター所長 篠原 隆則 
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東植田校区では、啓発活動として「いくせい通

信でっきょるで」を年一回発行し、全戸に配布し

ています。また、3 年に一度、小学生や育成者か

ら標語を募集し、優秀作品を校区内十カ所の標語

看板に掲示しています。 

巡視活動としては、育成委員による登校時の交

通指導を実施し、平成 17 年度からはパトロール

車（個人所有の軽トラック）による巡視見守りを

開始しました。早くから青パトを導入し、現在は

一日２台で巡回（長期休業中の巡回を含め登録車

両２２台）しています。 

健全育成活動としては、保育所、小学校１・２

年生を対象にした「ふれあい農園」の運営をして

います。６月は、田植え前の田んぼで「どろんこ

遊び」を、８月には、こどもたちの原画をもとに

「うちわ」を制作し校区夏まつりで配布します。

１２月には「ひがしうえた冬のまつり」を開催し、

そこではイルミネーションを設置（コミセン外

壁）し、点灯式では演奏会を開催しています。 

また、３年前からは校区の各行事で募金を集

め、宮城県の大原小学校へ小学生の手紙と一緒に

義援金としてお送りしています。 

小学生３６名の小さな校区ですが、地域の特性

を生かし「地域でこどもをはぐくみ、こどもが地

域を愛せる」地道な活動を続けていきたいと思っ

ています。 

  林地区では、「子は地区の宝」「国の宝」子ども

たち皆に「たっしゃ
・ ・ ・ ・

」に育ってほしいという思い

を大切に活動しています。 

昨年度新たに、グローバルな文化や言語に興味

を持つきっかけづくりとして、外国人留学生との

交流会第 1 回「コミセン留学 in はやし」を開催し

ました。香川大学工学部の協力で、スリランカ・

タイ・フランス・アメリカのお兄さんお姉さんを

お招きし、各国の小学校の様子や授業、給食、ま

た、各国のお祭り、踊り、民族などについて教え

ていただきました。大盛況で終えることができ、

今年も第２回を開催予定です。 

 秋には、スポーツを通して体を動かす楽しさは

もちろんのこと、仲間づくり、地域や社会とのか

かわりを深めようと「スポーツだよ全員集合！ア

イスフェローズがやってくる」と名付け、プロア

イスホッケーチームアイスフェローズをお迎え

し、楽しいイベントを企画しています。 

 従来から行っていた小学校での「昔ながらの稲

作体験活動」等にも、これからも協力体制をさら

に強化し、今まで以上に学校と地域の連携を強め

てまいります。 

 

 

  

 

 

 

 青パト巡回 稲作体験活動 
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平成 25年の高松市４警察署の統計にお 

ける非行少年等の検挙補導状況を見ると、 

窃盗の手口で最も多いのは「万引き」で、 

192件中 128件と全体の 66．7％を占 

めています。 また、万引きの学職別人数 

では、中学生が 69件（53．9％）と最も 

多くなっています。 

検挙・補導された万引きの件数は、平 

成 22年から少しずつ減ってはきている 

ものの、まだまだ安心はできません。 

 

では、万引きで補導された少年たちは自分の行動をどう思っているのでしょうか。 
 

万引きを始めるきっかけは、「スリルがあるから」「他の子

もしているから」などがあります。万引きは悪いことだという

ことは知りつつも「万引きぐらい」と言う軽い気持ちで、万引

きを繰り返してしまいます。 

 

グループでの万引きは、「友だちに脅されて断れなかっ

た」など、グループ内で「いじめ」にあっている場合もありま

す。いじめによるグループでの万引きは、自分の子どもだけ

でなくグループ全体に対する毅然とした対処が必要です。 

 

 

 

 

 
 

万引きをする子どもは、心の中に不

安や悩みを抱えています。親子で話

し合うことで子どもは心が安定し、

正しい判断や行動ができるようにな

ります。夏休みは、子どもの自由な

時間がたくさんあり、友だち同士で

出かける機会も増えます。それだけ

に、万引きの誘いなど、様々な誘惑

に負けないように、夏休み前に、こ

のパンフレットを使って親子で話し

合ってください。 

見張っていろって言われただけ。 

本当はしたくなかったけど、 

脅されたから万引きしたの。 

どうしても欲しかった。 

見つからなければいいよ。 

お金さえ払えば許されるよ。 

初発型非行とは、窃盗犯のうち万引き、オートバイ盗、自転車及びそ
の他刑法犯のうち占有離脱物横領を言います。 

このような状況を受けて、高松市少年育成センターでは、幼少期からの万引き防止教育のために

幼稚園・小学校低学年用の紙芝居などの指導資料を作成し、各幼稚園・小学校に配布しています。 

また、保護者向けの万引き防止のパンフレットをリニューアルし、夏休み前に市内の全小学生に

配布しています。 
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件数
けんすう

で一番
いちばん

多かった
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のは「声かけ
こえ      

」です。そのさそいについて行く
い  

と・・・？ 

 

こどもスマイルテレホンへ 
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ひとりで悩
なや

まずに・・・地域
ち い き

でも相談
そうだん

することができます  
これまでに少年相談員研修を受講された方々を御紹介します。【敬称略】 

子どもたちや保護者の方は、悩みや問題についてお気軽に御相談ください。  

（新番丁） 斎藤雅春 戸城廣美 （亀阜） 高橋道一 （高松第一） 筒井建策 逢坂美樹 

松下徹行 合田弘江 大野竹一 （花園） 松原綾子 （栗林） 松本加代子 （木太南） 

喜田清美 植田泰三 多田 治 飯野壽子 （木太） 川西利實 森岡佐保理 斎木真理子 

三上淳子 平尾佳弘 （木太北部） 大河内育代 青野ひとみ （太田） 薮内君子 （中央） 

奈良茂子 （太田南） 矢嶋静子 （鶴尾） 増田弘三 堀江孝一 喜田良延 （古高松） 

井藁智英美 十河節子 （古高松南） 長町隆司 芳田洋子 吉兼淳子 （前田） 鹿谷久美子 

六車由佳 神内絹代 （川添） 葛西富美 佐原美紀 二宮久美子 前田千歳 （仏生山） 

漆原和代 佐次頼治 岡澤純代 植松宏子 杉ノ内仁 伊藤幸治 （一宮） 大山和徳 

渡邊庄平 （川岡） 中山節子 （円座） 野網朝二郎 葛西優子 阿部正信 （香西） 

佐藤隆男 尾崎郁生 （弦打） 山﨑佐由美 （鬼無） 久保美智子 平木元基 （女木）  

山本勝治 （川島） 佐野 新 香川千穂 （十河） 十河昌基 （東植田） 毛利貴子 

秋山みちよ 谷川幸弘 （塩江） 市原 武 光本信一 （庵治） 尾野 健 （浅野） 

藤澤 正 （川東） 青木弘之 （国分寺北部） 後藤千代 佐々木正明 （国分寺南部） 小松由美 

岩崎 恵 (ゆめﾀｳﾝ高松) 中山龍也      

        

 

 

平成
へいせい

25年度中
ねんどちゅう

に育成
いくせい

センター 

に寄
よ

せられた不審者
ふしんしゃ

情報
じょうほう

件数
けんすう

 

合計
ごうけい

87件 

 

はな あ わ  や   ぼうはん 

とも              かぞく          がっこう                     なや      はや     そうだん 

友だちのこと、家族のこと、学校のこと・・・ひとりで悩まず 早めに相談を 

絶対
ぜったい

について行って
い  

はダメ 

断わる
こと     

・逃げる
に   

・大声
おおごえ

を出す
だ  

 

・一人
ひ と り

でいる子
こ

 

・ぶらぶらして行き
い  

場
ば

のない子
こ

 

・はっきり断れない
ことわ          

子
こ

 

・暗く
くら   

なっても遊んで
あそ      

いる子
こ

 

こんな子
こ

が狙われる
ねら       

ぎもんふい 

 

声かけ

22件 

25% 

つきま

とい 

17件 
20% 

痴漢  

15件

17% 

不審行

動   

12件
14% 

露出  

12件 

14% 

無断撮

影等  

9件10% 


